
   

「危険と安全」の境界「市民生活危険学」のすすめ！ 

万人の願い「安全・安心」に対する各界各層の努力にもかかわらず、海外ではイスラム国での日本人

人質殺害事件や国内では子ども狙いの通り魔事件など凶悪事件、あるいは高齢者に対する振り込め詐欺

事件から身近な痴漢や自転車盗まで、市民の誰もが、何時でも、何処でも、事件・事故に巻き込まれか

ねない危険・不安が、私達の身の回りに渦巻いています。 

そこで、今年度の市民オープンカレッジでは、「危険と安全の境界」をテーマに、市民生活をめぐる

各種危険の実態・構造・背景（市民生活危険学）と自助・共助・公助のあり方について、各分野の有識

者を交え、共に学び共に考えてみたいと思います。みなさまのご参加をお待ちしています。        

   開催日程と主たるテーマ・講師    

■ 第 1 回 3 月 8 日（日）午後２時―午後５時 「危険と安全の境界」を考える  

     第１講 開講 「市民生活危険学」のすすめ！ 

       講師 石附 弘 氏  日本市民安全学会会長 

第２講 元隊員が語るあさま山荘事件（1972 命を賭けて国民を守った警察官） 

講師 富田 俊彦氏  元警視庁第 2 機動隊隊員、日本防犯設備協会特別講師 

第 3 講 データから読み解く市民安全 

 講師 濱田 宏彰氏  セコム IS 研究所 リスクマネージメントグループ 

    第４講  不審者から子どもの命をどう守るか？（講師 厚木市：倉持前危機管理部長） 

■ 第 2 回 4 月 19 日（日）午後２時―午後５時 世界基準の安全まちづくりセ－フコミュニティ 

第 1 講 セーフコミュニティ研究ノートから 

       講師 鈴木 あい 氏 東京大学大学院 

第２講 国際認証安全都市厚木市の「セーフコミュニティ 5 年」の歩み 

      講師 調整中     岩澤厚木市危機管理部長 

第３講 地域安全活動とコミュニティの絆（厚木市民の意識調査から） 

       講師 重根美香氏 明治大学理工学部都市計画研究室研究推進員・（一社）子ども安全まちづくりパートナーズ 

第４講 子どもの危険を科学する！ （サーベイランスが面白い） 

       講師 西田 佳史氏（独）産業技術総合研究所首席研究員 厚木市外傷サーベイランス委員      

■ 第３回 ５月１７日（日）午前１１時２０分―１４時３０分 「危険と安全」の現場歴史探訪 

（於横浜市）特別記念講演 仮）「まちは生き物（黄金町復活の秘訣」＆まち歩き 

小林 光政氏 前 NPO 法人黄金町エリアマネジメントセンター理事長 

■ 第４回 6 月 21 日（日）午後 2 時―午後５時 超高齢社会における「人・社会・まち」モデル 

第 1 講 まちと高齢者が元気になる知恵（地域から湧き出る妙案を紹介） 

        講師 堀内 裕子氏  シニアライフデザイン代表 

第 2 講 「自宅での看取りを考える」（「最期の願い」映画作品（上映と講演） 

       講師 高木 裕己氏（株）映学社 代表取締役社長  

話題提供 調整中）まちが楽しく・元気・安全な標識・案内デザイン等（櫻田氏） 

■ 第 5 回 10 月 25 日（日）      午後２時―午後５時 防災安全モデル 

 第 1 講 自然災害をどう生き抜くか（自治体・自治会・学校・マンション） 

  講師 未定  

第２講 地区防災：「マンション」在宅避難計画策定の実例から 

        講師 調整中      マンション生活継続計画支援協会 吉野理事  

      ワークショップ 「危険と安全の境界」を考えよう   

安全を学べば良いこと一杯 ちよだ塾 



会場：ちよだプラットフォームスクウェア地下 1 階 001 会議室（都合により変更あり） 

〒101-0054 東京都千代田区神田錦町3‐21 TEL03-3233-1511  

竹橋駅(東西線)3b KKRホテル東京玄関前出口より徒歩2分 

神保町駅(三田線・新宿線・半蔵門線)A9出口より徒歩7分 

大手町駅(三田線・千代田線・半蔵門線・丸の内線)C2b 

出口より徒歩8分 

※５月１７日第３回の会場は横浜市になります。 

参 加 募 集 

日本市民安全学会の会員、自治体・警察・地域安全ボランティアリーダー、市民の安全や「安全・安

心まちづくり」に関心のあるみなさまのご参加をお待ちしております。下記、申込書に記入の上、FAX

で事務局に事前登録をお願いいたします。なお、会場の関係で、満員になり次第、募集を打ち切らせて

いただきますのでご了承ください。 

参  加  費 

日本市民安全学会会員 １回 1000 円 3 回共通券 2500 円 ４回共通券 3000 円 

一般参加者 １回 2000 円 3 回共通券 5000 円 ５回共通券 7000 円 

※５月１７日(日)第３回は、会員の方の参加は無料になります。 

※ 参加費は、会場費、資料作成費、その他事務管理費等に充てます。 

なお、事務スタッフ応募ボランティアの方には、特典があります。事務局へご相談ください。 

｢市民安全語ろう会｣    

講座終了後、午後５時３０分頃から、ご都合の良い方（講師や日本市民安全学会理事、参加者有志）

による｢市民安全語ろう会｣を開催予定です。（会費制 一人３～４千円：時間は１時間３０分程度） 

【申し込み方法】 

下記申し込み用紙に必要事項を記入の上、ファックスで申し込みをお願いいたします。 
参加費については、当日会場にて徴収いたします。 

実践的市民安全学オープンカレッジ申込書 

名前                         
住所                                       
電話番号           携帯電話            FAX            
所属団体等名                                   
・ 日本市民安全学会会員     ・ 一般参加者  （どちらかに丸をつけてください。） 
 
申し込みを希望する講座番号  （参加する番号に丸をつけてください） 

・第 1 回     ・第 2 回     ・第 3 回     ・第 4 回     ・第 5 回 
※ 「市民安全語ろう会」に参加を希望する方は、当日受付にて申し出てください。 
  参加費は、別途かかります。 

事務局 問い合わせ先 090-4934-5858 倉持 
申し込先       FAX 042-712-1740 

主催：日本市民安全学会 後援：警察政策学会 市民生活と地域の安全創造研究部会 

 


